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総

務

委

員

会

◆
秩
父
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
一

部
を
改
定
す
る
条
例

◆
秩
父
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
定
す
る
条
例

問　

育
児
短
時
間
制
度
と
は
。

答　

小
学
校
に
上
が
る
ま
で
の
子
を
養

育
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
あ
る
勤
務

形
態
か
ら
選
択
し
、
希
望
す
る
日
お
よ

び
時
間
帯
に
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
設

け
ら
れ
た
制
度
。

◆
秩
父
市
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
基

金
条
例

問　

光
を
そ
そ
ぐ
基
金
の
目
的
は
。

答　

国
が
円
高
デ
フ
レ
対
応
の
為
の
緊

急
総
合
経
済
対
策
に
基
づ
い
て
、「
全

国
市
町
村
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
」
を

交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
使
い
道
は

「
地
方
消
費
者
行
政
」「
弱
者
対
策
及
び

自
立
支
援
」「
知
の
地
域
づ
く
り
」
の

３
分
野
あ
り
、
秩
父
市
は
、「
弱
者
対

策
及
び
自
立
支
援
」
に
当
て
る
た
め
基

金
を
設
置
し
、
事
業
を
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
。

◆
平
成
22
年
度
秩
父
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
回
）
所
管
費
目

問　

秩
父
市
の
中
小
企
業
は
景
気
が
悪

い
中
で
、
な
ぜ
法
人
市
民
税
が
増
え
て

い
る
の
か
。

答　

法
人
市
民
税
は
、
大
企
業
の
も
の

が
相
当
の
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。

各各常常任任委委員員会会のの報報告告

地
元
の
中
小
企
業
の
動
向
と
は
関
係
な

く
、
景
気
が
回
復
し
て
き
て
い
る
大
企

業
の
分
が
影
響
し
増
額
補
正
と
な
っ
た
。

○
以
上
４
件
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

◆
平
成
23
年
度
秩
父
市
一
般
会
計
予
算

所
管
費
目

問　

新
規
事
業
の
自
治
振
興
事
業
補
助

金
の
使
途
・
金
額
の
変
更
点
は
。

答　

従
前
の
健
康
づ
く
り
補
助
金
は
市

民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
た
も
の
で
、
新
設
の
補
助
金

は
、
町
会
が
実
施
す
る
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
事
業
や
活
動
、
地
域
の
絆
づ

く
り
事
業
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
と
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
補
助
金
額
の
相
違
は
、
基
本
額

の
３
万
円
は
そ
の
ま
ま
で
、
世
帯
加
算

額
１
世
帯
当
り
１
２
０
０
円
か
ら
１
０

０
０
円
と
し
、
上
限
額
は
１
０
０
万
円

か
ら
90
万
円
と
し
た
。

問　

消
防
施
設
維
持
管
理
事
業
の
消
防

団
詰
所
新
築
工
事
は
ど
こ
か
。

答　

大
野
原
宮
崎
地
区
の
詰
所
。

※
総
体
的
に
23
年
度
の
予
算
は
、
例
年

ど
お
り
の
予
算
編
成
を
踏
襲
し
て
い
る

予
算
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
景
気
の

時
期
で
あ
り
、
弱
者
救
済
を
主
眼
に
お

い
た
予
算
に
シ
フ
ト
す
べ
き
で
あ
る
。

と
の
立
場
か
ら
反
対
を
す
る
、
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

○
挙
手
多
数
に
よ
り
可
決

建

設

委

員

会

◆
市
道
の
認
定
（
大
滝
中
津
川
）

問　

徒
歩
で
通
行
す
る
観
光
客
の
安
全

対
策
は
。

答　

車
止
め
の
設
置
や
一
方
通
行
を
検

討
し
て
い
る
。

◆
秩
父
市
臨
時
駐
車
場
条
例

問　

こ
の
条
例
案
提
出
の
理
由
は
。

答　

芝
桜
の
駐
車
場
料
金
収
入
を
全
て

市
の
歳
入
と
す
る
こ
と
に
し
た
た
め
。

◆
平
成
22
年
度
秩
父
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
回
）
所
管
費
目

問　
「
不
動
産
売
払
収
入
」
の
減
額
補

正
の
理
由
は
。

答　

国
道
拡
幅
工
事
に
伴
う
移
転
者
へ

の
代
替
地
と
し
て
用
意
し
た
土
地
へ
の

希
望
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
。

問　
「
景
観
形
成
事
業
」
の
内
容
は
。

答　

本
町
・
中
町
通
り
拡
幅
工
事
に
伴

い
、
町
並
み
に
合
っ
た
建
物
建
設
に
補

助
し
て
い
る
。

◆
平
成
22
年
度
秩
父
市
駐
車
場
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

問　

三
峰
駐
車
場
改
修
の
内
容
は
。

答　

入
り
口
の
拡
幅
や
階
段
の
補
修
。

◆
平
成
23
年
度
秩
父
市
一
般
会
計
予
算

所
管
費
目

問　
「
芝
桜
の
丘
運
営
事
業
」
の
用
地

購
入
費
の
詳
細
は
。

答　

既
に
供
用
開
始
し
て
い
る
２
７
２

４
㎡
の
、
丘
を
下
に
見
た
右
下
の
部
分

を
購
入
す
る
。

問　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
森
整
備
事
業
」
の

整
備
す
る
内
容
は
。

答　

プ
ー
ル
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
整
備

対
象
で
あ
る
。

問　

御
花
畑
通
線
と
視み

る

目め

坂さ
か

下し
た

交
差
点

整
備
に
関
わ
る
用
地
交
渉
は
。

答　

鋭
意
交
渉
に
当
っ
て
い
る
が
、
非

常
に
厳
し
い
。
い
っ
そ
う
努
力
す
る
。

◆
平
成
23
年
度
秩
父
市
駐
車
場
事
業
特

別
会
計
予
算

問　

三
峰
駐
車
場
工
事
の
内
容
は
。

答　

ス
ロ
ー
プ
設
置
、
植
栽
、
木
の
移

設
、
案
内
板
の
整
備
工
事
で
あ
る
。

○
以
上
６
件
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

◆
平
成
23
年
度
秩
父
市
水
道
事
業
会
計

予
算

問　

新
年
度
に
お
け
る
石
綿
管
交
換
作

業
の
予
定
の
長
さ
は
。

答　

３
２
８
４
ｍ
の
更
新
事
業
予
定
。

※
合
併
後
の
水
道
料
金
統
一
で
、
大
幅

に
値
上
げ
さ
れ
た
地
域
へ
の
負
担
は
計

り
知
れ
な
い
の
で
賛
成
で
き
な
い
、
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

○
挙
手
多
数
に
よ
り
可
決

大滝中津川現地調査の様子
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生
活
産
業
委
員
会

◆
平
成
22
年
度
秩
父
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
回
）
所
管
費
目

◆
平
成
22
年
度
秩
父
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
回
）

◆
平
成
22
年
度
秩
父
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

◆
平
成
22
年
度
秩
父
市
戸
別
合
併
処
理

浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
回
）

○
以
上
４
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決

◆
平
成
23
年
度
秩
父
市
一
般
会
計
予
算

所
管
費
目

問　

市
有
林
立
木
売
払
収
入
に
関
係
す

る
場
所
と
立
木
㎥
当
り
の
単
価
は
い
く

ら
か
。

答　

本
庁
舎
分
の
材
積
は
40
㎥
、
大
滝

総
合
支
所
分
の
材
積
は
12
㎥
で
、
㎥
当

り
の
単
価
は
８
千
円
で
あ
る
。

問　

市
有
林
立
木
売
払
分
収
金
は
、
緑

の
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
契
約
を
結
ん
で
い

る
が
苦
情
等
は
な
か
っ
た
か
。

答　

当
初
予
定
し
た
金
額
に
な
ら
な
い

こ
と
で
お
叱
り
を
受
け
た
。

問　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
金
は
、

年
間
平
均
４
５
０
件
の
申
込
が
あ
る
が

こ
れ
に
対
し
て
の
予
算
分
は
、
１
６
５

件
で
は
少
な
い
が
。

答　

21
年
度
は
補
正
し
、
２
回
の
募
集

を
行
い
、
22
年
度
は
応
募
状
況
よ
り
申

請
者
全
員
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
対
応
。

23
年
度
も
応
募
状
況
を
見
て
協
議
検
討

を
す
る
。

問　

緊
急
雇
用
対
策
費
の
１
時
間
当
た

り
の
人
件
費
は
ど
の
く
ら
い
で
算
出
し

て
い
る
の
か
。

答　

雇
用
創
出
が
目
的
で
あ
る
の
で
賃

金
は
高
く
な
る
。
市
が
直
接
雇
用
す
る

場
合
は
、
時
間
単
価
を
千
円
で
見
て
い

る
。
ま
た
、
委
託
の
場
合
は
、
業
者
の

相
場
が
あ
る
も
の
の
一
律
で
は
な
い
が

千
円
に
近
い
。

※
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
は
使
用
頻
度
が
少
な
い
の
に
巨
費

を
投
じ
て
い
る
。
今
で
も
情
報
漏
え
い

問
題
が
多
く
あ
り
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
保
た
れ
な
い
危
険
が
危
惧
さ
れ

る
こ
と
で
反
対
で
あ
る
、
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

○
挙
手
多
数
に
よ
り
可
決

◆
平
成
23
年
度
秩
父
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

◆
平
成
23
年
度
秩
父
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
23
年
度
秩
父
市
戸
別
合
併
処
理

浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
23
年
度
秩
父
市
公
設
地
方
卸
売

市
場
特
別
会
計
予
算

○
以
上
４
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決

〈
請
願
〉

◆
産
業
廃
棄

物
最
終
処
分

場
建
設
反
対

の
決
議
を
求

め
る
請
願

○
採
択

文
教
福
祉
委
員
会

◆
秩
父
市
立
共
同
調
理
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

※
給
食
は
本
来
自
校
方
式
で
あ
る
べ
き

だ
と
考
え
る
の
で
、
北
部
共
同
調
理
場

に
反
対
し
て
き
た
。
今
回
の
条
例
改
正

で
、
尾
田
蒔
、
吉
田
の
調
理
場
を
廃
止

す
る
こ
と
も
含
め
て
反
対
で
あ
る
、
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

※
例
え
ば
、
尾
田
蒔
地
区
は
も
っ
と
近

い
調
理
場
に
お
願
い
し
て
、
そ
こ
か
ら

運
ぶ
よ
う
に
す
る
な
ど
、
他
に
も
検
討

の
余
地
が
あ
っ
た
と
思
う
の
で
反
対
で

あ
る
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

○
挙
手
多
数
に
よ
り
可
決

◆
平
成
22
年
度
秩
父
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
回
）
所
管
費
目

問　

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
、
４
月
を
過
ぎ
る
と
残
り
の
接
種

分
は
補
助
対
象
で
は
な
く
な
る
の
か
。

答　

平
成
22
年
度
内
に
１
回
目
の
接
種

を
受
け
た
人
は
、
23
年
度
に
入
っ
て
も

繰
越
で
補
助
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

た
だ
、
希
望
す
る
人
が
急
増
し
た
た
め
、

現
在
は
ワ
ク
チ
ン
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

３
月
中
に
接
種
し
た
い
人
は
、
医
療
機

関
に
予
約
し
て
も
ら
い
、
予
約
し
た
人

に
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
予
約
券
を
出
し
、

そ
の
予
約
券
が
あ
れ
ば
、
23
年
度
中
に

接
種
を
受
け
て
も
、
３
回
接
種
全
て
の

補
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
。

◆
平
成
22
年
度
秩
父
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

◆
平
成
22
年
度
秩
父
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

◆
平
成
22
年
度
秩
父
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

◆
平
成
22
年
度
秩
父
市
立
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

○
以
上
５
件
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

◆
平
成
23
年
度
秩
父
市
一
般
会
計
予
算

所
管
費
目

問　

尾
田
蒔
小
学
校
の
改
築
工
事
は
、

仮
校
舎
の
使
用
料
が
２
年
間
で
約
２
億

円
か
か
る
よ
う
だ
が
、
他
に
対
策
は
な

か
っ
た
の
か
。

答　

仮
校
舎
は
も
っ
た
い
な
い
と
い
う

意
見
も
あ
り
、
現
在
の
校
舎
を
使
用
し

な
が
ら
工
事
を
行
う
こ
と
も
検
討
し
た

が
、
工
期
が
延
び
る
と
、
補
助
金
の
関

係
の
問
題
も
出
て
く
る
。
色
々
と
検
討

し
た
結
果
、
今
回
の
方
法
に
決
定
し
た
。

※
扶
助
費
が
昨
年
度
に
比
べ
減
額
に

な
っ
て
い
る
が
、
生
活
保
護
は
社
会
状

況
が
不
安
定
な
中
の
最
後
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
の
で
柔
軟
に
対
応
し
て

も
ら
い
た
い
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

◆
平
成
23
年
度
秩
父
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

◆
平
成
23
年
度
秩
父
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
23
年
度
秩
父
市
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

※
以
上
４
件
の
予
算
に
対
し
て
、
こ
の

予
算
に
は
賛
成
で
き
な
い
、
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

○
以
上
４
件
は
挙
手
多
数
に
よ
り
可
決

◆
平
成
23
年
度
秩
父
市
立
病
院
事
業
会

計
予
算

○
原
案
の
と
お
り
可
決

産業廃棄物最終処分場建設予
定地の現地調査の様子
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議
会
改
革
特
別
委
員
会

　

議
会
の
組
織
・
運
営
等
に
係
る
調
査
、

研
究
と
し
て
12
月
24
日
・
１
月
11
日
・

２
月
７
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
以
下

の
６
項
目
を
協
議
し
た
。

【
行
政
視
察
の
あ
り
方
】

　

視
察
の
内
容
が
市
民
に
理
解
さ
れ
て

お
ら
ず
、
費
用
の
問
題
、
行
政
視
察
に

対
す
る
不
要
論
が
あ
る
事
か
ら
、
行
政

視
察
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
員

の
視
野
を
広
め
、
見
識
を
養
う
な
ど
の

観
点
か
ら
も
視
察
は
必
要
で
あ
り
、
今

後
も
実
施
し
て
い
く
べ
き
と
の
意
見
が

多
数
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
視
察
に
対

す
る
議
員
の
立
場
と
市
民
と
の
感
覚
に

乖か
い

離り

が
あ
る
た
め
、「
視
察
の
目
的
と

成
果
報
告
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲

載
し
、
説
明
責
任
を
果
た
す
事
と
し
た
。

今
後
は
委
員
会
で
年
間
の
重
点
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
真
に
必
要
と
さ
れ
る
視
察

で
あ
る
か
を
十
分
議
論
し
て
実
施
す
る
。

【
議
員
定
数
に
つ
い
て
】

　

各
委
員
の
意
見
と
し
て
、「
議
会
を

何
人
の
議
員
で
構
成
す
る
の
か
、
そ
れ

は
な
ぜ
か
。」「
議
会
存
在
の
基
本
問
題

で
あ
る
。
議
員
が
減
れ
ば
住
民
意
識
を

反
映
で
き
な
く
な
り
、
執
行
機
関
の
監

視
機
能
も
低
下
す
る
。
理
念
な
き
削
減

は
、
限
界
な
き
削
減
の
恐
れ
を
感
じ
る
。

根
拠
に
基
づ
か
な
い
定
数
削
減
に
対
す

る
結
論
は
出
せ
な
い
。」「
議
員
自
ら
で

き
る
こ
と
は
、
定
数
の
削
減
だ
。
必
要

な
定
数
、
背
景
と
か
根
拠
も
必
要
だ
が

市
民
の
思
い
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
結
論
を
出
す
こ
と
が
必
要
。
議
会
が

市
民
に
示
せ
る
姿
は
、
ま
ず
率
先
し
て
、

議
員
定
数
の
削
減
の
ス
タ
ン
ス
を
示
す

べ
き
で
あ
る
。」「
議
員
報
酬
・
議
員
定

数
の
削
減
を
市
民
は
求
め
て
い
る
の
で
、

議
員
定
数
の
大
幅
な
削
減
が
望
ま
し
い
。

定
数
削
減
は
、
全
国
的
な
流
れ
で
秩
父

市
で
も『
市
民
か
ら
20
人
以
下
に
削
減
』

と
の
請
願
が
出
さ
れ
、
不
採
択
と
な
っ

た
が
、
出
来
る
限
り
少
な
い
定
数
が
よ

い
。」「
議
員
１
人
当
た
り
の
人
口
順
位

は
、
県
内
40
市
中
、
秩
父
市
が
40
位
。

今
の
26
人
か
ら
削
減
す
る
決
心
を
す
べ

き
で
あ
る
。」「
削
減
す
る
こ
と
は
、
秩

父
市
議
会
で
も
否
定
で
き
な
い
。
３
月

定
例
会
で
報
告
す
べ
き
で
あ
る
。」
等

の
、『
結
論
を
出
す
べ
き
』
と
の
意
見

が
多
数
を
占
め
、
ま
た
『
秩
父
市
の
適

正
な
議
員
定
数
は
21
人
か
ら
23
人
』
と

の
意
見
が
多
数
で
あ
っ
た
。
な
お
、
ま

だ
、
議
論
す
る
余
地
が
あ
り
、
結
論
を

出
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
も
出
さ

れ
た
。

【
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
】

　

先
進
地
の
条
例
を
参
考
に
し
な
が
ら

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
制
定
に
向

け
協
議
し
て
い
く
事
と
な
っ
た
。

他
の
協
議
事
項

【
議
長
公
用
車
】【
夜
間
・
休
日
等
時
間

外
の
議
会
開
催
】【
一
般
質
問
】

委
員
の
交
代

　

３
月
17
日
付
け
で
、
宮
田
勝
雄
委
員

に
変
わ
り
、
落
合
芳
樹
議
員
が
、
議
会

改
革
特
別
委
員
会
の
委
員
に
就
任
し
た
。

　

前
回
の
議
会
だ
よ
り
で
報
告
し
た
と

お
り
、
平
成
22
年
12
月
議
会
で
、
議
員

提
出
議
案
に
よ
り
、
市
役
所
本
庁
舎
及

び
市
民
会
館
建
替
え
調
査
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
委
員
会
は
各
会
派
か
ら

な
る
８
人
の
委
員
で
構
成
、
12
月
15
日

の
第
１
回
委
員
会
で
年
末
年
始
に
か
け

て
、
集
中
的
に
委
員
会
を
開
催
す
る
日

程
と
と
も
に
、
最
優
先
に
協
議
す
る
項

目
に
つ
い
て
、
市
役
所
本
庁
舎
及
び
市

民
会
館
の
「
耐
震
性
」
と
建
設
す
る
場

合
の
「
財
務
状
況
」「
建
設
予
定
場
所
」

の
３
項
目
と
し
た
。

　

耐
震
性
は
、
市
役
所
本
庁
舎
に
つ
い

て
は
平
成
18
年
度
、
市
民
会
館
は
平
成

17
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
耐
震
診
断
実
施
済

み
で
、
震
度
６
強
以
上
の
地
震
で
倒
壊

の
お
そ
れ
が
あ
り
、
早
急
に
対
策
を
講

じ
建
物
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
診
断
さ
れ
た
、
と
の
報
告

を
う
け
た
。

　

次
に
、
財
務
状
況
は
、
財
政
課
よ
り

合
併
特
例
債
の
起
債
可
能
額
、
危
険
水

域
と
言
わ
れ
る
限
度
額
、（
仮
称
）
ふ

る
さ
と
学
習
セ
ン
タ
ー
等
に
対
し
て
活

用
可
能
な
基
金
の
内
容
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。
建
設
予
定
場
所
に
つ
い
て

は
、
旧
秩
父
セ
メ
ン
ト
第
一
工
場
跡
地

の
一
部
を
予
定
し
て
い
る
、
と
の
報
告

を
う
け
た
。

　

特
別
委
員
会
と
し
て
協
議
を
重
ね
、

１
月
16
日
に
「
旧
秩
父
セ
メ
ン
ト
第
一

工
場
跡
地
は
、
将
来
の
秩
父
市
に
と
っ

て
も
有
効
活
用
が
見
込
ま
れ
る
大
変
広

大
な
土
地
で
あ
り
、
今
後
の
秩
父
市
の

た
め
に
も
、
跡
地
全
体
が
活
用
で
き
る

よ
う
交
渉
協
議
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
市
長
に
申
し
入
れ
し
た
。

　

１
月
18
日
の
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
調
査
結
果
を
も
と
に
協
議
を
重
ね

て
、
①
市
民
（
住
民
）
に
建
替
え
の
十

分
な
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。
②
事

業
費
の
財
源
確
保
の
根
拠
を
示
し
住
民

負
担
が
な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
こ
と
。
を
前
提
に
４
項
目
の
意

見
を
付
記
し
て
、
市
長
に
申
し
入
れ
を

し
た
。

　

２
月
21
日
の
委
員
会
で
、
市
長
よ
り

「
セ
メ
ン
ト
跡
地
利
用
の
秩
父
市
基
本

方
針
」
が
説
明
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
埼
玉
県
環
境
管
理
事
務
所
か
ら
、

セ
メ
ン
ト
跡
地
利
用
に
関
し
て
、「
プ

ラ
ン
ト
建
物
解
体
時
に
本
来
は
基
礎
の

部
分
も
一
緒
に
解
体
し
、
産
業
廃
棄
物

と
し
て
処
理
す
べ
き
だ
っ
た
」
と
の
理

由
で
利
用
許
可
が
下
り
な
い
。
市
と
し

て
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
解
釈
上
の
疑
義
」
に
つ
い

て
、
埼
玉
県
に
照
会
文
を
提
出
し
て
い

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

市
役
所
本
庁
舎
及
び

市
民
会
館
建
替
え

調
査
特
別
委
員
会

市役所本庁舎


